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Fig．3「成績上位群」「成績下位群」のA／B条件におけるAMY値の変化
成績下位群（課題正答率が全体平均値未満の実験参加者）A条件27名／B条件30
名では、課題遂行時に他者の閲覧があるA条件および他者の閲覧がないB条件の
いずれにおいても、作業直後から作業10分後にAMY値の有意な下降が認められた。
成績上位群（課題正答率が全体平均値以上の実験参加者）A条件36名／B条件33
名では、課題遂行時に他者の閲覧があるA条件において、AMY値は作業20分後に、
実験前／作業直後／作業10分後よりも有意に下降した。他者の閲覧の中で高得点が
続いた状況が心理的負荷を高め、AMY値が上昇し、作業後、低下したと解釈できる。
4．考察
本研究の主たる目的であった評価懸念のAMY値に与える影響の仕方
は、全体的な平均値としての変化は期待されたような一様な評価懸念の強
い影響の様相を呈する結果にはならなかった。しかし、一部で注目されて
いる個人差に着目して解析することで上記のような興味深い結果を得た。
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それらの結果を、活性度の違いと作業成績の違いによる群別に考えてみる
と以下のような意味になると思われる。
4．1．唾液中α一アミラーゼ「高活性群」と「低活性群」について
今回の結果では、Figure2に見られるように、AMY値の平均活性値を
基に高活性と低活性の2群に分けて分析することにより、高活性群におい
てのみ、精神作業課題の作業直後において唾液中α一アミラーゼ活性値の
有意な上昇が確認された。低活性群には有意な変動は認められなかった。
このことから、「健康成人の唾液中αアミラーゼ活性では高活性群被験者
ほど変動幅が大きい（春日，1988）」ことが本実験でも検証されたといえ
る。唾液中α一アミラーゼ活性を高活性群・中活性群・低活性群に分類し
た場合、高活性群の変動幅が大きいことは幼児においても同様の結果が報
告されている（小花和ら，2008）。しかし、高活性群・低活性群いずれの
群においても、実験条件であった「評価懸念」については検証できなかっ
た。したがって、精神作業課題遂行において他者の閲覧の有無に関わら
ず、高活性群は作業自体によるストレス負荷が高まったのに対して、低活
性群はいずれにも大きな影響を受けなかったことになる、と考えられる。
4．2．精神作業課題「成績上位群」と「成績下位群」について
次に、精神作業課題の成績（正答率）の違いによる唾液中α一アミラー
ゼ活性値の差異を明らかにするため、成績上位者・下位者を別途分析した
結果について考察する。なお、「高活性群／低活性群」と「成績上位群／
成績下位群」の群構成に関連はなかった。
成績下位者で構成された成績下位群では、Figure3に見られるように、
精神作業課題の作業直後においてAMY値の有意な上昇が確認された。こ
れは、時間制限のある計算課題あるいはVDT作業が苦手と考えられる成
績下位群が、他者の閲覧の有無に関わらず、作業からストレス負荷を受け
たと解釈できる。一方、成績上位群では、実験条件であった「評価懸念」
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の影響が示唆される結果となった。成績上位群では、精神作業課題遂行時
に他者の閲覧を受けるA条件においてのみ、作業20分後にAMY値が有意
に低下していた。これは、時間制限のある計算課題あるいはVDT作業を
得意とする成績上位群では、他者の閲覧の中で高得点を維持しようという
動機づけからストレス負荷が高まり、終了後に負荷が低下したものと解釈
できる。
これらの結果から、精神作業課題遂行時の他者の存在は、苦手課題より
も得意課題の遂行時、あるいはミス多発の場合よりも高得点を続けている
場合に心理的負荷を高め、評価懸念が生じやすくなる可能性があること、
またアミラーゼ指標の利用可能性は活性の高い群の人たちにおいてのみ妥
当であること、などが示唆されたといえる。
5．今後の課題
本稿では、生理指標である唾液中α一アミラーゼ活性値を指標として、
精神作業課題遂行時のストレス負荷に影響する行動の社会的文脈を検討し
た。今回、AMY値の「高活性群」と「低活性群」の区分には「実験前（直
前）」の試料をもちいたため、通常の安静時よりも既に上昇していた可能
性がある。より正確なアミラーゼ活性水準値あるいは個人差の区分には、
より標準的な完全な安静時AMY値の使用が望ましい。また今後は更に、
個人差を超えて評価懸念が生じやすい作業状況等に実験条件を焦点化する
必要がある。それは、恐らくはもっと極端な場面の設定になると思われる。
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